
    

 

＝＝＝＝＝＝＝ 国土交通政策研究所 ニュースレター （2022 年５月号）＝＝＝＝＝＝＝＝ 

 

News & topics 国土交通政策研究所 研究発表会を６月７日（火）に開催します！ 

キーワード 海外展開、都市、地域交通・物流、農水産物の航空輸出 

 

１．国土交通政策研究所 研究発表会を６月７日（火）に開催します！□□□□□□□□□□□□ 

   国土交通政策研究所では、日頃の調査研究活動の成果を広く皆様に報告し、業務の参考

としていただくとともに、調査研究の改善充実を図るため、毎年、研究発表会を開催してお

ります。ご都合がつくようでしたら、是非ご聴講頂ければと思います。 

⇒詳細はこちら 

 

１．日時  令和４年６月７日（火）９時５５分～１６時２５分 

 

２．プログラム 

〇都市の特性からみた都市の定住傾向に関する調査研究 

〇地域モビリティサービス改善と運営に関する調査研究 

〇地方都市圏におけるモード横断的な公共交通の財務についての調査研究 

〇海外インフラ展開における競合企業に関する調査研究 

〇海外のメガシティにおける都市の発展段階とインフラシステムのニーズに関する調査

研究 

〇地域の輸送資源を活用した物流ネットワーク最適化に関する調査研究 

〇日本発の農水産品航空輸出力強化に向けた市場実態に関する調査研究 

 

３．申込み方法 

Microsoft Teams による WEB 配信（会場参加を一部併用）で行いますので、参加

を希望される場合は以下の内容をメールにてご連絡ください。後日、WEB 配信 URL 又

は会場案内を連絡いたします。なお、会場は東京都新宿区四谷 1-6-1 四谷タワー15 階※

です。 

※会場参加は、座席数に限り（２０席程度）があるため、先着順とすること御容赦願いま

す。 

 

件 名： 【参加希望】研究発表会 

本 文： ①氏名（ふりがな） ②所属 ③電話番号 ④メールアドレス ⑤希望する参加方

法を次の A 又は B から選択願います 

A：WEB 参加を希望 

B：会場参加を希望するが、席がない場合は WEB 参加を希望 

送付先： hqt-prilit@mlit.go.jp 

        ※上記アドレスに送信できない場合は、hqt-inquiry-pri@gxb.mlit.go.jp 

         にお願いいたします。 

 

４．申込み期限  令和４年６月３日（金） 

https://www.mlit.go.jp/pri/information/event.html


    

 

５．そ  の  他  参加費無料 

    

２．運輸総合研究所主催・国土交通政策研究所共催：運輸政策セミナー「我が国における地域公

共交通等の新たな地域経営手法を考える～ドイツにおける「シュタットベルケ」の分析～」を開催

します！□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 

本セミナーでは、小谷将之前客員研究官による調査研究を踏まえて、シュタットベルケの特

徴、日独制度比較等を基に、地域公共交通等の地域の公共・公益的サービスの持続性を高め

る新たな地域経営手法の導入に向けた議論を行います。 

※参加申込方法等の詳細は、後日、運輸総合研究所及び国土交通政策研究所のホームペ

ージにて御案内いたします。 

 

日  時： 令和４年 7 月 8 日（金）13 時 00 分～１5 時 00 分 

会  場： 一般財団法人運輸総合研究所 2 階会議室 オンライン配信併用 

主  催： 一般財団法人運輸総合研究所 

共  催： 国土交通省国土交通政策研究所 

 

プログラム: 

（１）開会挨拶 宿利 正史 一般財団法人運輸総合研究所会長    

（２）講  演 

テーマ：「地域における公共的サービスの財政効率的管理運営手法 

 －ドイツのシュタットベルケを参考に－」  

講 師： 小谷 将之  前 国土交通省国土交通政策研究所 客員研究官 

             （現 公益財団法人日本住宅総合センター研究部 主任研究員） 

（３）コメント 

     コメンテータ： 

土方 まりこ    一般財団法人交通経済研究所 主任研究員 

諸富 徹    京都大学大学院地球環境学堂／経済学研究科 教授 

（４）パネルデスカッションおよび質疑応答 

ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀ：  山内弘隆 一般財団法人運輸総合研究所所長 

パネリスト： 講師及びコメンテータ 

 

（５）閉会挨拶 藤﨑 耕一 国土交通省国土交通政策研究所所長  

 

３．調査研究成果の公表□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 

１）調査研究報告書の公表 

以下の調査研究成果の報告書を公表しました。 ⇒報告書の掲載ページはこちら 

 海外のメガシティにおける都市の発展段階とインフラシステムのニーズに関する調査研究

（2022.3） 

 

２）国土交通政策研究所紀要(PRI Review) HP 先行公開 

紀要に掲載予定の 2021 年度調査研究成果を順次、ホームページで先行公開しています。 

https://www.mlit.go.jp/pri/houkoku/index.html#r03


    

⇒先行公開論文はこちら 

 米国住宅都市開発省（HUD）との共同研究 オンライン研究会開催報告（2022.3.17） 

 増加する空き地の現状について（2022.2.17） 

 洪水リスク地域人口に関する調査～将来人口予測データからみた人口変動と浸水被害

前後のケーススタディ～（2022.2.17） 

 

４．各研究官等の活動報告□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 

 竹内主任研究官の審査付き論文が、土木学会論文集 D3 第 78 巻第 6 号に掲載されまし

た。（2022.4.20） 

・竹内 龍介、吉田 樹、猪井 博登：自家用車を活用した輸送サービスの供給上の特性と持続

可能性に関する一考察、土木学会論文集 D3、第 78 巻 6 号 p. II_262-II_272 

・竹内 龍介、吉田 樹：自治体におけるコミュニティバスとデマンド交通の導入実態及び計画

プロセスの差異に関する研究、土木学会論文集 D3、第 78 巻 6 号 p. II_613-II_622 

 南主任研究官が、2 月 25 日、日本マテリアル・ハンドリング（MH）協会主催の 2021 年度

年次大会「MH・ロジスティクスの最新技術を求めて」で「高度物流人材の育成・確保につい

て－ドイツ・オランダを例に」という論題で基調講演を行いました。（2022.2.25） 

 朝日ちさと客員研究官が、オンラインで開催された中央大学経済研究所 空間システム研究

会 令和 3(2021)年度／第 4 回公開研究会(第 1 報告)において、「地域の公共サービス

を持続可能とする包括的供給スキームの制度設計に関する考察」について、報告しました。

⇒開催概要はこちら（2022.2.19） 

 南主任研究官が、公益財団法人 日本都市センター主催「ポストコロナの都市交通・まちづく

りに関する検討 WG」に委員として参加しました。⇒詳細はこちら（2022.2.9） 

 

 

国土交通政策研究所ニュースレター 

発行：国土交通省 国土交通政策研究所 

〒160-0004 東京都新宿区四谷 1-6-1 四谷タワー15 階 

Tel 03-5369-6002（代） 

担当 総務課情報管理係（内線 106） hqt-prilit@mlit.go.jp 

WEB：https://www.mlit.go.jp/pri/ 

 

 

※ニュースレターの定期配信をご希望の方は、ご所属・お名前・送付先メールアドレスを 

ご記入の上 hqt-prilit@mlit.go.jp 宛てにご連絡ください。 

https://www.mlit.go.jp/pri/kikanshi/index.html
https://www.dnakamura.r.chuo-u.ac.jp/econ/
https://www.toshi.or.jp/research/17984/
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